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緒 言

タンカンは,ポ ンカンとともに鹿児 島県 の重要 な特産果樹の一つ であ り,鹿 児島県南部の無霜地帯お よび

南西諸島が主要 な栽培 地帯 である。唐湊果樹 園において もタ ンカ ンを栽培 してい るが,唐 湊果樹園では冬季

に最低気 温が0℃ 以下 になる 日も多 く,気 象条件的 に必ず しも適地 とはいえない。唐湊果樹園の中晩柑 類は

寒害 を避けるために1月 上旬 に収穫 してい る ものが多 い。 しか し,味 覚か らみ た タンカンの本来の収穫適期

は3月 上旬 と考 え られ,寒 害 を避 けるために1月 に収穫す る と,果 実の着色 は不良で,糖 度 は低 く,酸 含量

は高いために販売上 の問題点が大 きい。そ こで,果 実 に袋か けを行 った場合の寒害防止効果 と果実品質に及

ぼす影響 について検討 した。

材料 と方法

樹齢16年 生の タンカン,垂 水1号 の6樹 を供試 した。果実への袋かけ資材 と しては クラフ ト紙製 の ビワ袋

とシルバ ー袋 を用いた。処理 区はビワ袋一重,ビ ワ袋二重,シ ルバー袋一重,シ ルバー袋+ビ ワ袋,無 処理

区の6区 とし,各 処理 を樹 別 にそれぞれ2樹 に対 して行 った。袋かけ処理は!995年12月22日 に行い,果 実 の

寒害程度 と品質調査 は1996年1月23日,2月8日,3月6日(収 穫 日)に 果実 を収穫 して行 った。調査項 目

は果皮 の果面障害,果 肉の寒害程度,糖 度(Brix),滴 定酸(%),糖 酸比(糖 度/滴 定酸),果 実重 とした。

果面障害,寒 害程度の基準 は無(0),軽(1),中(2),甚(3)の4段 階で表 した。気 象条 件 は,調 査

期 間中唐湊果樹園の気象調査機i械が故障 していたため,鹿 児島地方気 象台のデー タを用い,1995年12月20日

か ら1996年2月15日 までの期 間のデー タについて第1図 お よび第1表 に示 した。

結果及 び考察

タンカン果実への袋かけが寒害の程度 と果 実品質に及ぼす 影響 については第2表 に示 した。

1996年1月23日 の調査 では,果 面障害 は無処理 区で最 も低 かった。寒害程度 はシルバ ー袋+ビ ワ袋 区で最

も低 く,つ いでシルバー袋一重 区で低 かった。 ビワ袋一重,ビ ワ袋二重 区では無処理 区 と差が なか った。糖

度 はビワ袋一重,ビ ワ袋二重,無 処理 区で10°以上 であるのに対 して,シ ルバ ー袋一重 区では9° 以下であ り,

シルバー袋+ビ ワ袋 区で も10°未満 であった。滴定酸 は処理 間に大 きな差 はなか った。糖酸比 は ビワ袋両 区,

無処理区で シルバ ー袋両 区に比べ て高 かった。

!996年2月8日 の調査 で も,果 面障害 と寒害程度 は1月23日 の調査結果 と同 じ傾向で あ り,果 面障害は無

処理区で最 も低 く,寒 害程度 はシルバ ー袋両 区で低 かった。糖度 は全処理 区 とも1月23日 よ り高 くなった。

特に,ビ ワ袋二重 区では無処理 区よ りやや高 くなった。 しか し,シ ルバ ー袋両 区は無処理 区よ りか な り低 い

値 であった。滴定酸 はシルバ ー袋 区 と無処理 区で低か った。糖酸比 は無処理 区で最 も高か った。

1996年3月6日 の調査で は,果 面障害 はシルバ ー袋一重 区でやや高 くなった。寒害程度 は無処理区で最 も

高 く,シ ルバ ー袋一重,シ ルバ ー袋+ビ ワ袋でか な り低 くなった。糖度 はシルバ ー袋両 区で は9° 未 満で2

月8日 よりも低か った。無処理 区,ビ ワ袋両 区で は2月 よ りも高 く,11° 以上 になった 。滴 定酸 は ビワ袋 区

で高 く,ビ ワ袋 区で は減酸が進 んでい ない。糖 酸比 は2月 までの調査 と同様,無 処理 区で最 も高 くな った。

調査期 間の12月20日 ～2月15日 の気象条件 をみ ると(第1図),こ の問 に5回 の寒波が あ った。 第1回 目

はク リスマス前後であ った。最 も大 きい寒害 は2月11日 か らの低 温 と考 えられ,多 くの中晩柑 が甚大 な被害

を受 けた。1995年12月 ～1996年2月 の3カ 月間の各月の平均気 温,最 高気温,最 低気 温はいずれ も平年 よ り

低 く(第1表),1月 の平 均最低気温 は平 年 よ り3.8℃ も低 かった。

このように,タ ンカンの果実 に袋かけ を して寒害の発生防止 効果 を調査 したが ,ク ラフ ト紙製 の ビワ袋で

は寒害発生防止効果があ ま りなかった。 シルバ ー袋 では寒害発生 防止 には効 果があったが,糖 度が低 く,果

実の商品性 が低 かった。 これは,シ ルバ ー袋の被 覆に よ り果実 に当たる太陽の光が遮 断 されたため と考 え ら

れ る。本調査 を行った年 は,冬 季 の気温が特 に低 く,寒 さが厳 しい年 であ り,唐 湊果樹 園の中晩柑類の樹 上

果実 に甚大な寒害が引 き起 こされた もの と考 え られる。

過去 の気 象観測 に よる と,唐 湊果樹 園は鹿児 島地 方気象台 と比べ,冬 季 の気温 で約2℃ も低 い。従 って,

中晩柑 の栽培 に当たっては,唐 湊果樹 園の地形 とそれに伴 う微気象 の年 間変動 を考慮 して栽培 品種,栽 培地

を選択 するこ とお よび,果 実 品質に対す る悪影響が ない防寒資材 によ り樹体 や果実 を被覆す るこ とが重要で

あ る。



第1表1995年12月,1996年1月 及 び1996年2月 の 月平 均,

最 高,最 低 気 温 の 平 年 気 温 との 比 較

月平均気温 月最高気温 月最低気温

1995年12月 8.7 13.2 4.3

平 年 9.2 14.6 4.4

1996年/月 8.3

12

.7 4.3

平 年 ll.0 !3.7 8.1

1996年2月 7.8 12.6 3.6

平 年 8.3 13.1 3.7

平均

最高

最低

第1図1995年12月 か ら1996年2月15日 頃の 日平均気温,最 高気温及び最低気温の推移(鹿 児島気象台)

第2表 袋掛 けがタンカンの果実品質 に及 ぼす影響

調査 時期 処 理 区 果面障害 寒害程度 糖 度(Brix) 滴定酸含量 糖酸比 果実重

(°) (%) (g)

1996年1月23日 ビワ一重 0.66 1.12 10.29 1.12 9.49 125.3

ビワニ重 0.78 1.19 10.73 1」8 8.98 112.4

シ ルバ ー袋 一重 0.69

0

.50 8.88 1.11 8.18 129.8

シルバ ー袋 とビワ袋 0.56

0.25

9.73 1.18 8.86 122.3

無処理 0.〔〕6 !.15 10.73 1.16 9.28 118.3
… 一`r

1996年2月8日 ビワ一重 0.56 1.13 10.41

1.11

9.65 123.3

ビワニ重 0.88 1.31 11.33 1.08 10.82 193.9

シ ルバ ー袋 一 重 1.04 0.69 9.08 0.93 9.85 125.3

シ ルバ ー袋 と ビ ワ袋 0.75 0.44 9.74 0.98 10.03 116.4

無処理 0.36 1.42 10.83 0.93 12.54 114.4

1996年3月6口 ビ ワ ・重 0.88 1.40 11.64 1.13 10.81

一

106.5

ビワニ重 0.88 1.20 11.90 1.!5 10.57 94.4

シ ルバ ー袋 一一・重 !.04 0.76 8.34 0.67 12.96 128.7

シルバ ー袋 とビワ袋 0.75 0.49 8.57 0.78 11.39 110.2

無処理 0.36 1.53 11.75 0.92 13.68 108.0


